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【それぞれの思い ～私の主張コンクール～】 

令和５年6月20日 

代表生徒の皆さん、気持ちのこもったスピーチをありがと

うございました。日頃は生徒の皆さんと話したり、意見を聞い

たりする機会があまりないので、貴重な機会となりました。

「自分自身の将来」「家族愛」「友情」「郷土愛」について、そ

れぞれの思いがよく伝わるスピーチで、どれもとても印象に

残りました。「自分の場合はどうだろうなぁ」と思いながら聞いていました。生徒の皆さんも、自分自身に

オーバーラップして共感する内容が沢山あったのではないでしょうか。また、逆に「自分の場合はこうだ。」

と思えることもあったでしょう。どちらにせよ大事なこ

とは、人の意見をしっかり聞いて、自分自身に当てはめて

フィードバック（考え方や行動に評価をして改善や成長

を促すこと）することだと思います。人の話を聞いて「す

ごいなぁ」「私には関係ないなぁ」などと感想を持つだけ

でなく、自分のために生かしてください。皆さんの先輩である教育実習生のスピーチも皆さんにとって大い

に参考になったことでしょう。高校時代を振り返って、まさに自分自身にフィードバックしていました。人

間は常に自問自答と他人から教わることで成長していくということがよく分かりますね。 

本当は、代表以外の生徒一人ひとりからも「私の主張」を聞きたいところですが、コンクールでは時間の

関係上無理なので、どんな小さなことでもいいので是非、校長室に来て話を聞かせてください。 

最後に、この行事の良いところは何でしょうか？ 

自分の現在・過去・未来、家族、友達、郷土について見つめ直す、他人に自分の考えをしっかりと伝える、

人の話を聞いて視野を広げるなど、きりがありません。さらに、委員会で生徒が代表を選出したことも見逃

せませんし、代表者は多くの聴衆の前でスピーチをして度胸も付きました。 代表に選ばれなかった生徒も

多くのことを学びました。私も学ばせてもらいました。来年も皆さんの「私の主張」を楽しみにしています。 


